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はしがき

　安静時のエネルギー代謝量は、一般成人が1日に消費する総エネルギー量の60～70％（場合

によっては約80％）を占め、肥満症の発症や内臓脂肪型肥満の形成と密接な関係を有すること

が指摘されている。これまでの研究では、安静時エネルギー代謝量（以下、安静時代謝量）が除

脂肪量と比較的良好な関係を示すことや、除脂肪量が骨格筋量の指標として利用されてきたとい

う経緯から、骨格筋量が安静時代謝量を決定する重要な組織と思われてきた。しかし、最近の研

究では、安静状態での骨格筋のエネルギー消費量は非常に低く、安静時代謝量の実に70％は脳

や心臓、肝臓、腎臓などの内臓臓器によって決定されていることが明らかになった。各組織・器

官の重量1kgあたりの安静時エネルギー代謝量を比較すると、骨格筋（54　KJ／kg／day）や脂肪

組織（19KJ／kg／day）、骨（10　KJ／kg／day）に比べ、内臓臓器ではその代謝量が226　KJ／kg／dau

と約5～20倍高く、除脂肪量に占める内臓臓器重量の割合、あるいはその割合の変化が安静時

代謝量に大きく影響を与えていることになる。最近の研究によると、一般成人の除脂肪量と内臓

臓器重量との間には比較的高い相関関係が認められる。しかし、除脂肪量に占める臓器重量の割

合は必ずしも一定ではなく、形態的な影響や身体活動（トレーニング）の影響を強く受けている

可能性が指摘されている。一般にレジスタンス・トレーニングは骨格筋量を増加させ、安静時代

謝量を高めることで肥満の予防に貢献するものと理解されている。ところが、安静時代謝量との
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
関連からみた骨格筋量と内臓臓器重量がトレーニングによってどのように変化するかはまった

く解明されていなかった。本研究では、上記の疑問点をふまえながら骨格筋の増加につながる各

種トレーニングの効果について検討し、最終段階として安静時代謝との関連性について追求した。
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